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サービス区分 １ 法人運営に要する経費 
 

事業の概要  社会福祉法人志木市社会福祉協議会の事業全体の管理、総合的・計画的な事

業執行を行うための組織管理を行う部門として、各グループ間との連携を図る

事業を推進した。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 46,874,171 職員人件費 

事業費支出 2,060,853 広報事業、表彰事業他 

事務費支出 4,035,736 事務所管理費他（専有面積） 

助成金支出 558,500 会員募集事務費 

積立資産支出 15,457,457 運営調整基金へ(15,000,000) 

運営調整基金利子(267,593) 

災害Ｖ基金利子(189,864) 

繰入金支出 425,837 地活へ(425,837) 

支出合計 69,412,554  

 

２ 重点施策への取り組み 

社会福祉法の改正に伴い定款を変更したほか、関連規程の整備に取り組んだ。また、総

合福祉センターの大規模改修工事に伴い増築棟（別館）を設置するための準備を進めた。 

 

３ 主要な施策の成果 

(1) 法人運営・役員活動 

経営委員会、理事会、評議員会、監事会を開催して経営に関する協議を進め、地域福

祉関係団体等との関係強化のための渉外活動を行うとともに、法人として継続的な運営

をするための体制整備を行った。 

  ① 会議等 

      ア、経営委員会 ２回 

    イ、理事会 ５回 

回数 実施日 
出席者／定数 

上段 理事 
下段 監事 

主な内容 
 議案番号 

第１回 ４／１ １４／１５人 
１／２人 

第１０号  役員等の報酬及び費用弁償支給規程の一

部を改正する規程について 

第２回 
 

５／２６ １５／１５人 
１／２人 

第１１号 評議員の委嘱について 

 １２  平成２７年度事業報告及び決算の認定に

ついて 

１３  平成２８年度第１回補正予算について 

第３回 
 

１０／２６ １４／１５人 
１／２人 

①社会福祉法人制度改革に伴う定款変更について 

②総合福祉センター改修工事に伴う事務所移転につ
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いて 

第４回 １２／２０ １２／１５人 
２／２人 

第１４号 定款の一部を改正する定款について 

 １５  役員等の報酬及び費用弁償支給規程の一

部を改正する規程について 

 １６  評議員選任・解任委員会の設置に伴う委員

の選出について 

第５回 ３／２４ １１／１５人 
２／２人 

第１号  定款細則の一部を改正する細則について 

 ２   評議員選任・解任委員会運営規程の制定に

ついて 

 ３   役員及び評議員選任規程の一部を改正す

る規程について 

 ４   評議員選出規程の制定について 

 ５   役員等の報酬及び費用弁償支給規程の全

部を改正する規程について 

 ６   会員規程の一部を改正する規程について 

 ７   委員会設置規程の一部を改正する規程に

ついて 

 ８   事務局組織規程の一部を改正する規程に

ついて 

 ９   事務決裁規程の一部を改正する規程につ

いて 

 １０  職員就業規則の一部を改正する規則につ

いて 

 １１  平成２９年度予算及び事業計画について 

 １２  評議員選任候補者の推薦について 

   ウ、評議員会 ３回 

回数 実施日 
出席者／定数 
 

主な内容 
議案番号 

第１回 ５／２７ １８／３６人 第４号 平成２７年度事業報告書及び決算の承認に

ついて 

  ５    平成２８年度第１回補正予算について 

第２回 １２／２０ ２３／３８人 第６号 定款の一部を改正する定款について 

第３回 ３／２４ ２３／３８人 第１号 平成２９年度予算及び事業計画について 

   エ、監事会 １回 

  ② 団体との渉外活動 

   ア、総会 １６回 

      イ、新年会 ７回 

      ウ、寄附 ７回 

      エ、行事  ８回 

   オ、後援活動  ８件 

   カ、共催活動 １件 

    ③ 寄附金の受け入れ ３５件 １，２３６，８１０円 

 

 (2) 事務局活動 

      常勤職員７人分の人件費及び事務所の維持管理費など、法人事務局として必要な費用 
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  を支出した。 

  ① 職員の人件費並びに事務局運営のための経費 ７人分 

   ② 法人及び事務局運営のための会議・研修への参加 １４件 １７人参加 

   ③ 市・団体関係会議への参加 

      ア、市行事・会議 ３回 

      イ、志木市児童福祉審議会 １回 

ウ、志木市要保護児童対策地域協議会代表者会議 １回 

   エ、志木市青少年育成市民会議 ４回 

オ、健康づくり市民推進会議 ２回 

カ、志木市地域福祉推進委員会 １回 

キ、志木市コミュニティ協議会 ２１回 

ク、志木市民生委員・児童委員協議会 １１回 

  ④ グループ長・所長等会議 １２回 

   ⑤ 市町村社協連絡会関係会議への参加  １１回 

 

 (3) 実習生・職場体験の受け入れ 

  ① 相談援助実習（社会福祉士） ３大学 計４人 延べ５７日間 

② 中学生職場体験  ２中学校 計５人 延べ６日間 

 

 (4) 組織強化活動 

   法人組織を強化するため、会員の募集や福祉功労表彰、職員研修を行った。 

   ① 組織財政委員会 ２回 

  ② 会員募集及び募金募集 

   ア、地区委員会 ２回 

      イ、会員募集説明会  ５回 

   ウ、特別会員加入実績  １０６件 ９１１，５００円 

   エ、町内会別会員加入実績  ６，８８０，０００円 

   オ、赤い羽根募金実績  ４，３２２，７１０円 

   カ、歳末たすけあい募金実績  ２，４２８，５４８円 

③ 福祉表彰 

   ア、福祉功労者表彰式典 感謝２人・６団体 

   イ、県社会福祉大会 

知事表彰  １人・６団体 

大会会長表彰  ３人 

共同募金会長表彰  １人 

共同募金運動７０周年特別顕彰  １人・３５団体 

    ウ、全国社会福祉大会 中央共同募金会会長表彰１人 

  ④ 職員研修 

     ア、新任研修 ２回 １７人出席 

   イ、災害ボランティアセンター図上訓練 １回 ５人出席 
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 (5) 広報活動 

   市内の地域福祉情報の発信及び社協運営の情報公開をするため、社協だよりの発行や

ホームページの運営等、広報活動を行った。 

   ① 社協だよりの発行 

   ア、広報編集委員会   １２回 

   イ、定期発行   発行部数 年６回 各２６，０００部（全戸配布） 

    ② ホームページの運営 

       ３月３１日現在アクセス数：４８，８３０件 

       更新回数  ４７回 

 

 (6) 福祉サービス適正運営 

   福祉サービスを適正に運営するため、第三者委員を配置し、苦情解決及び事故防止に

努めた。 

  ① 第三者委員会 １回 ３人出席 

  ② 苦情受付件数 ２５件（第三者委員による対応なし） 

③ 事故発生件数 ２３件  
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サービス区分 ２ 地域福祉に要する経費 
 

事業の概要  小地域を基盤とした福祉活動を支援することにより、福祉コミュニティの形

成を図った。また、地域住民の福祉理解を進めるとともにボランティア活動へ

の関心を高め、ボランティア活動の育成、援助を行った。さらに、公的制度を

補完する在宅福祉サービスを展開した。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 7,608,604  

事業費支出 7,944,938 自主事業 

事務費支出 2,887,880 事務所管理費（専有面積） 

助成金支出 6,176,428 助成事業 

固定資産支出 1 中古車輌寄附（固定資産計上） 

支出合計 24,617,851  

 

２ 重点施策への取り組み 

  生活支援サービス体制の整備に向けて、市や地域包括支援センター等と連携し、市全域

における意見交換連絡会を開催したほか、たんぽぽサービスや車椅子専用車のサービス提

供体制・周知について検討を行った。また、地域で支える福祉社会の形成に向けて、高齢

者・障がい者理解を促す福祉教育として、車椅子講習会、聴覚障がい理解講座、知的障が

い理解講座等を実施した。 

 

３ 主要な施策の成果 

 (1) 地域福祉活動 

   生活支援体制整備業務を受託し、志木市における総合支援事業の構築に向けた協議を

行った。また、小地域活動を推進するため、サロン活動の会場費や保険料等を支援した

ほか、運営相談や事業企画に関する相談・調整を行った。 

① 生活支援体制整備業務（市からの委託事業） 

   ア、第１層協議体の実施 ２回 

イ、生活支援体制整備関連研修会への参加 １４回参加 

② 小地域サロン活動の支援 

ア、活動相談 ３３箇所 

    イ、運営支援 ２５箇所 

    ウ、設立準備相談 ３箇所 

     エ、サロンスタッフ養成（子育てボランティア養成講習会） 親子１６組参加 

オ、サロン関連研修会への参加  １回参加 

カ、子どもランチルーム事業  登録者１１７人、延べ利用者２２２人 

③ ふれあい健康交流会（市からの受託事業） 
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ア、定例実施分  ３２回８３９人参加 

イ、ボランティア協力状況  ５団体３１回 

ウ、全体イベント  １回１１３人参加 

エ、料理ボランティア研修会  ５団体１２人参加 

④ 家族介護者交流事業（市からの受託事業） 

実施日 参加者 主な内容 会 場 

６／８～ 

６／９ 

介護者１３人 さいしん福祉財団主催 

介護者リフレッシュ旅行 

福島県会津方面 

９／２１ 介護者２３人 

協力者 ３人 

ホテルランチビュッフェ ホテルメトロポリタン

（池袋） 

３／１５ 介護者２１人 

協力者 ８人 

介護者リフレッシュ講演会 フォーシーズンズ志木

ふれあいプラザ 

 

 (2) ボランティア・市民活動センターの運営 

      ボランティア・市民活動センターを志木市総合福祉センター１階に設置し、ボランテ

ィア関連の保険窓口業務、ボランティア活動保険の補助を行い、ボランティア活動を行

う人・団体の活動支援を行うほか、さまざまな障がい者を支援する技術習得講座、地域

に向けた障がい理解講座などを開催した。 

      また、次代を担う子ども達に福祉や障がい、ボランティアに対する理解の促進を図る   

ため、小中学校を中心として福祉体験学習を推進するとともに、現状の課題を解決する   

ため、福祉教育に関する研修会や協力者の連絡会議などを行った。 

① 地域福祉活動推進委員会  ２回 

② 地区民生委員・児童委員協議会への参加  ２９回 

③ ボランティアに関する相談・調整・情報提供  ５７件 

④ ボランティア活動団体助成金申請支援 

助成案内送付 ５事業 延べ３４団体 

助成申請支援 １事業 １団体 

助成決定数 １事業 １団体 

⑤ ボランティア関連保険 

ア、窓口受付 

 ボランティア活動保険 １，７９５人 

 ボランティア行事用保険 ３７９件 

 福祉サービス総合補償 ２件 

 送迎サービス補償 ２件 

 事故対応 ３件 

イ、ボランティア活動保険補助  ９７６人 １４６，４００円 

⑥ ボランティア体験プログラム－福祉学園－ 

 ア、事前オリエンテーション ９１人参加 

 イ、体験学習  ３０コース延べ１１２人参加 

 ウ、報告会  ６４人参加 
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⑦ ボランティア育成 

 ア、施設ボランティア講座  ８人参加 

 イ、ボランティア入門講座  １２人参加 

 ウ、手話奉仕員養成講習会入門課程 ２１人参加 

 エ、手話奉仕員養成講習会基礎課程 １４人参加 

 オ、朗読講習会 １１人参加 

 カ、点字講習会 ６人参加 

 キ、傾聴ボランティア養成講座 １７人参加 

⑧ 学校における福祉教育 

      ア、福祉体験実績 

     小学校 ８校６０件 

     中学校 ３校１６件 

   イ、福祉教育を目的とした福祉機材の貸出 ７種類延べ８０件 

     ウ、朝霞地区四市福祉教育研修会（２日間） 延べ９０人 

⑨ 地域福祉教育 

 ア、車椅子講習会 ３人参加 

 イ、聞こえない人の気持ちを考える講座 ２１人参加 

 ウ、知的障がい家族支援研修会 ６２人参加 

 

(3) 在宅福祉事業 

高齢者や障がいのある人などが地域生活を送るための在宅福祉サービス事業を行っ

た。また、介護保険や日常生活用具などの福祉制度を利用できない市民（会員）に対し、

車椅子など在宅で生活する上で必要となる福祉機材等について貸出を実施した。 

① たんぽぽサービス事業 

     ア、年間活動時間 ４，３１４時間３０分 

   イ、年間活動回数 ３，２６６回 

ウ、サービス内容別活動時間 

サービス内容 合計(時間) 

買い物代行 ９１．０  

外出（散歩、通院、買い物等）の支援 ３５４．５  

部屋の掃除、家具の移動、電球取替等家の補修など ２，３３２．０  

ゴミの梱包、ゴミ捨て ３２．０ 

庭の手入れ（草むしり、庭木剪定など）、雪かきなど ２２０．０  

話し相手、見守り ３５２．０  

その他（PC 指導、料理、保育、その他） ９３３．０  

合  計 ４，３１４．５  

エ、登録者数 利用者１４２人、協力員４４人 

オ、会議・研修 

    ・協力員会議   １回 延べ８人出席 
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・協力員新任研修 希望者に対し、随時 

② 車椅子の貸出  延べ１１３件 

③ 車椅子専用車の貸出及び福祉有償運送事業 

ア、車椅子専用車貸出   ２９９件 

車輌別実績 
夢ふれあい号 友愛号 いろは号 

６２件 １１４件 １２３件 

利用者別実績 
高齢者 障がい者 その他 

１件 ２８１件 １７件 

イ、運転ボランティア紹介 

運転ボランティア ７人  延べ７７件 

④ 介護職員初任者研修（旧訪問介護員養成講座２級課程） 

実施日 １０／４～１／３１ 

（スクーリング９０．５時間、通信学習４０．５時間、計１３１時間） 

場所 総合福祉センター他 

参加者 １１人受講、１０人修了 

 

(4) 共同募金配分事業 

共同募金配分金（地域歳末たすけあい募金配分金）を活用し、地域福祉及び在宅福祉

を推進するための本会独自事業を実施した。 

事業の効率化、対象世帯の拡大を図るため、今年度より大掃除援助事業を見直し、子

育て世帯を対象とした、地域でつながる子育て応援事業を実施した。 

① 地域福祉活動助成金審査委員会  １回 

② 交流支援助成 

     ア、地区敬老会支援  ２１地区 ６０１，１００円 

     イ、世代間交流支援    ２７地区 ８７３，０００円 

 地区敬老会支援 世代間交流支援 

町内会・自治会名 申請団体 助成額（円） 申請団体 助成額（円） 

市場 １ 町内会 40,000    

上町 ２ 婦人部 30,100    

仲町    １ 町内会 40,000 

双葉町 ３ 町内会 21,400    

東町 ４ 町内会 21,400 ２ 町内会 40,000 

中野 ５ 町内会 32,500 ３ 婦人会 20,200 

柏 ６ 婦人会 24,400 ４ 子ども会 18,200 

城 ７ 婦人部 28,600    

大塚    ５ 町内会 40,000 

中道    ６ 町内会 40,000 

西町 ８ 町内会 18,100    

久保 ９ 婦人会 17,500 ７ 子ども会 31,000 
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城ヶ丘    ８ 子ども会 31,600 

福住 10 婦人会 35,800    

館    ９ 町内会 40,000 

柳瀬川 11 町内会 3,200 10 町内会 30,000 

羽根倉 12 町内会 40,000 11 町内会 40,000 

上木町 13 婦人会 31,600    

宗岡三区 14 婦人会 29,200 12 町内会 20,800 

宗岡四区 15 婦人会 40,000 13 町内会 32,200 

宗岡五区 16 婦人会 25,900 14 町内会 27,100 

宗岡六区 17 婦人会 37,600 15 子ども会 35,500 

ニューハイツ 18 老人クラブ 25,000 16 町内会 40,000 

志木ハイデンス    17 町内会 40,000 

ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰｸ志木    18 町内会 24,900 

南の森壱番街    19 町内会 40,000 

南の森弐番街 19 老人クラブ 19,000 20 町内会 37,600 

東の森壱番街    21 老人クラブ 26,200 

東の森弐番街 20 町会 39,800 22 町会 34,900 

中央の森壱番街    23 町内会 40,000 

中央の森弐番街    24 町内会 40,000 

中央の森参番街 21 町内会 40,000 25 町内会 40,000 

ガーデンプラザ    26 町内会 12,800 

シーズクラブ    27 町内会 10,000 

合  計 ２１地区 601,100 ２７地区 873,000 

ウ、地域交流支援  １１団体２１事業 ４６４，７００円 

 団体名 事業数 助成額（円） 

１ 志木市身体障害者福祉会 ３ 78,900 

２ あじさいの会 ３ 58,300 

３ 志木市視覚障害者六星の会 ３ 57,500 

４ 志木市心身障害児者を守る会 ３ 54,400 

５ 志木市手をつなぐ育成会 ３ 66,500 

６ 志木市聴覚障害者の会 １ 34,000 

７ 志木市精神障害者家族会さくら草 １ 23,500 

８ おんどりクラブ １ 22,000 

９ 愛のかけはし連絡協議会 １ 18,400 

10 志木市老人クラブ連合会 １ 32,800 

11 志木手話サークル １ 18,400 

 合計 １１団体 ２１ 464,700 

    ③ 訪問支援助成 

      ア、福祉施設等訪問活動  ５団体 ４３，９００円 
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 団体名 訪問先 助成額（円） 

１ おんどりクラブ 多機能型事業所 19,800 

２ 市場子ども会育成部 ブロン 3,300 

３ 志木市老人クラブ連合会 ブロン・あったかの家 17,000 

４ 宗岡六区寿会 みつばすみれ学園 2,000 

５ 宗岡四区せせらぎ会 ツクイ 1,800 

合計 ５団体 ６施設   43,900 

     イ、高齢者在宅訪問活動  ７団体 １２９，５００円 

 団体名 訪問件数 助成額（円） 

１ 志木市老人クラブ連合会 ３回延べ３０６件 91,800 

２ 双葉町みどり会 ３回延べ ６０件 18,000 

３ 宗岡四区せせらぎ会 １回    ６件 1,800 

４ 志木ハイデンス暖団会 ３回延べ ３０件 8,300 

５ 大塚シニアクラブ １回    ５件 1,500 

６ 東町共楽会 ２回延べ １６件 4,800 

７ 宗岡六区寿会 ２回延べ １１件 3,300 

合計 ７団体 １５回延べ４３４件 129,500 

    ④ 運営支援助成 

    ア、地域活動支援助成  ３８地区 １，１９１，０００円 

内訳(a+b) 地区数 支給額(円) 

a 会費募集実績額の１５％ ３８ 910,400 

b 一般募金募集実績額の１０％ ３８ 280,600 

 ＜町内会・自治会別＞ 

№ 町内会名 
２８年度 

活動費（円） 
№ 町内会名 

２８年度 

活動費（円） 

1  市場町内会 63,200 20  羽根倉町内会 46,800 

2  寿町町内会 7,800 21  上木町町内会 85,100 

3  上町町内会 54,100 22  宗岡三区町内会 51,200 

4  仲町町内会 16,500 23  宗岡四区町内会 58,200 

5  双葉町町内会 26,200 24  宗岡五区町内会 41,100 

6  東町町内会 36,000 25  宗岡六区町内会 53,700 

7  大原町内会 25,500 26  ニューハイツ町内会 40,700 

8  中野町内会 41,000 27  志木ハイデンス町内会 19,900 

9  柏町内会 51,800 28  ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰｸ志木町内会 6,300 

10  城町内会 35,400 29  南の森壱番街町内会 36,700 

11  大塚町内会 51,800 30  南の森弐番街町内会 22,800 

12  中道町内会 27,500 31  東の森壱番街町会 31,200 

13  愛宕町町内会 46,500 32  東の森弐番街町会 20,900 

14  西町町内会 8,700 33  中央の森壱番街町内会 21,100 

15 久保町内会 18,000 34  中央の森弐番街町内会 25,000 
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16  城ヶ丘町内会 20,700 35  中央の森参番街町内会 23,900 

17  福住町会 30,200 36  ガーデンプラザ町内会 3,000 

18  館町内会 27,600 37  シーズクラブ 2,500 

19  柳瀬川町内会 8,600 38  柳瀬川団地自治会 3,800 

合 計 1,191,000  

イ、地域住民生活支援活動助成    １６団体 ４３０，０００円助成 

 団 体 名 助成額（円） 

１ 志木市老人クラブ連合会     30,000 

２ 志木市聴覚障害者の会     30,000 

３ 志木市身体障害者福祉会     30,000 

４ 志木市心身障害児者を守る会     30,000 

５ あじさいの会     20,000 

６ 志木市視覚障害者六星の会     30,000 

７ 志木市精神障害者家族会さくら草     30,000 

８ 志木市手をつなぐ育成会     30,000 

９ 志木点訳サークル     30,000 

10 志木音訳ボランティアもくせいの会     30,000 

11 おんどりクラブ    30,000 

12 かざぐるま日本語教室     20,000 

13 志木おもちゃクリニック     20,000 

14 人形劇団あかおに     20,000 

15 たけのこ文庫     20,000 

16 志木話し相手ボランティア語楽の会     30,000 

 合計   １６団体    430,000 

ウ、戦没者遺族会活動支援  １団体 ２００，０００円助成 

⑤ ボランティア活動保険補助  ９７６人 １４６，４００円 

⑥ 介護用品購入支援事業 

食事用エプロン２枚組   ５０組 

すべり止めマット   ２８枚 

防水シーツ  １３５枚 

ポータブルトイレ防臭剤   ３７個 

プラスチック手袋300枚   １５４組 

手指消毒液 ４２個 

利用者 ２５３件 

⑦ 地域でつながる子育て応援事業 

いろは子育て支援センター ６３世帯 

西原子育て支援センター ９５世帯 

宗岡子育て支援センター ６５世帯 

どろんこ子育て支援センター   １１世帯 

利用世帯 ２３４世帯 
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サービス区分 ３ 介護予防事業に要する経費 

 

事業の概要  介護が必要とならないよう、心身の衰えを予防・回復する取り組みを実施す

るとともに、地域の仲間づくり、生きがいづくりを積極的に展開した。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 6,514,152 職員人件費 

事業費支出 4,139,228 委託事業 

事務費支出 2,619,720 建物管理費 

支出合計 13,273,100  

 

２ 重点施策への取り組み 

市が宗岡第四小学校内に設置した「カフェ・ランチルーム宗四小」事業を受託し、閉じ

こもりがちな高齢者等の積極的な利用を促すサロン事業を展開して、交流できる場の運営

を行った。また、カッピー体操など介護を予防する健康体操を市内各所で実施することに

より、より多くの高齢者が地域活動に参加できる事業を展開した。 

 

３ 主要な施策の成果 

 (1) カフェ･ランチルーム宗四小 

高齢者の介護予防活動の拠点として、宗岡第四小学校地内に設置された「カフェ・ラ

ンチルーム宗四小」を運営し、児童との交流を通じて、人と人とのつながりづくり、仲

間づくり、生きがいづくりに取り組んだ。 

① 施設利用 

開館日数２４１日 利用者数２，７２９人 

  ② 給食利用 

給食日数６７日 利用者数９２２人 

  ③ 実施事業 

   ア、ティーサービス 

     延べ６９６人 

イ、スマイル体操（健康体操） 

     ９４回実施 延べ１，４８４人 

ウ、歌声サロン 

  ３９回実施 延べ５９９人 

エ、体力測定会・健康講話会 

a 体力測定 ５回 

b 健康講話 ５回 

c 施設見学会 ２回 
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 (2) いろはカッピー体操 

だれでも知っている曲に合わせて、タオルを使ったストレッチや玄米ダンベルを使っ

た志木市独自の筋力アップ健康体操「カッピー体操」を身近な場所で継続的に行った。 

  ① 実施会場、回数、参加人数 

会場 回数 参加人数 

市民体育館 剣道場 ９６回 ３，００６人 

総合福祉センター ９４回 ３，１６１人 

福祉センター ８１回 １，５５９人 

第二福祉センター １００回 ２，５７３人 

４箇所 ３７１回 １０，２９９人 

  ② 小地域サロン 

町内会館等 実施回数 参加人数 

１５地区 ３３７回 ４，３０４人 

  ③ 指導体制 

   平成２９年３月３１日現在 登録ボランティア３８人 
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サービス区分 ４ 生活福祉資金貸付事業に要する経費 
 

事業の概要  低所得者、障がい者、高齢者、離職者に対し、経済的自立及び生活意欲の助       

長並びに在宅福祉、社会参加の促進を図り、安定した生活を援助するため、実

施主体である埼玉県社会福祉協議会と連携を図りながら、資金貸付の窓口とし

て、必要な援助・指導及び事務を行った。 

 

１  支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 1,415,000 職員人件費 

事務費支出 181,000 事務所管理費（専有面積） 

支出合計 1,596,000  

 

２ 重点施策への取り組み 

実施主体の埼玉県社会福祉協議会をはじめ、志木市福祉課、ジョブスポットしき就労支

援センター、志木市自立相談センターとの連携を図り、生活困窮世帯等に対する支援につ

いて迅速かつ適切な対応に努めた。 

 

３ 主要な施策の成果 

 (1) 貸付相談 

相談件数 

４０件 

 

 (2) 利用件数 

新規利用 償還完了 償還免除 償還・据置中 

５件 ９件 ８件 １２８件 

 

 (3) 会議・研修 

      外部研修  １回 延べ２人参加 

  



- 15 - 

 

サービス区分 ５ 相談支援事業に要する経費 
 

事業の概要  福祉総合相談を基本に、相談者の課題解決に向けての情報提供、サービスの       

調整等に取り組んだ。 

 

１  支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 15,519,704 職員人件費 

事務費支出 2,146,990 事務所管理費（専有面積） 

支出合計 17,666,694  

 

２ 重点施策への取り組み 

  多問題を抱える世帯などに対して、安心した生活ができるよう民生委員・児童委員、地

域包括支援センターなどの関係機関と連携しながら、あらゆる分野への支援を行ってきた。

また、定期的に相談支援事業所連絡会に参加し、相談支援事業所の周知を図るとともに、

障がい者等相談支援・計画相談支援で把握している課題について、事業所・相談員間で共

有し、自立支援協議会へ働きかけを行った。 

 

３ 主要な施策の成果 

(1) 相談支援事業 

    ① 福祉総合相談件数  ８８件 

電話 来所 訪問 同行 関係調整 その他 

２５件 ５件 ８件 １件 ４４件 ５件 

   ② 計画相談支援  １３１件 

   ア、契約件数 

新規契約 契約終了 延べ契約 

２件 ２件 １３１件 

   イ、障がい別契約件数 

身体障がい 知的障がい 精神障がい 重複障がい 

２６件 ６５件 １６件 ２４件 

③ 認定調査  年１２回 ３６件  

    ④ 障がい者等相談支援事業所  １，３５８件 

ア、相談件数 

電話 来所 訪問 同行 関係機関 個別会議 その他 

６６４件 ９３件 ６４件 １４件 ４３６件 ４６件 ４１件 

イ、障がい別相談件数 

身体 重度心身 知的 精神 発達 高次脳機能 難病 その他 

１８１件 ０件 １６４件 １，０４０件 １７１件 ３５件 ７９件 １６件 

 



- 16 - 

 

(2) 会議・研修 

 ① 会議・研修   １０件 １２人参加 

  ② 地区民生委員・児童委員協議会への参加  １６回 

③ 自立支援協議会等  １６回 
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サービス区分 ６ 法人後見事業に要する経費 
 

事業の概要  障がいや疾病等により判断能力が低下し、一人で生活していくのに不安があ

る人を対象に、生活支援員が定期的に訪問し、日常的な金銭管理や書類の整理、

届出などを支援した。また、日常生活を営む上で判断能力が充分でない高齢者、

知的障がい者、精神障がい者などが安心して生活できるよう、法人として成年

後見人を受任し、財産管理や身上監護を行った。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 7,911,087 職員人件費 

事業費支出 467,190 事業実施費 

事務費支出 187,660 事務所管理費（専有面積） 

繰入金支出 3,078,853 法人運営へ 

支出合計 11,644,790  

 

２ 重点施策への取り組み 

権利の擁護・虐待の防止の視点を持ち、住民の権利を守りながら抱えている問題に対し

て、関係機関と連携を取りながら事業を実施した。成年後見制度を含めた権利擁護ニーズ

を把握するため市内の介護保険サービス事業所、障がい福祉サービス事業所にアンケート

を実施、調査報告を行いながら制度の普及啓発を行った。 

 

３ 主要な施策の成果 

(1) 日常生活自立支援事業 

 ① 実施体制 

   常勤の専門員２人（兼務）、生活支援員１２人の体制で取り組んだ。 

② 相談 

相 談 日 ・ 時 間 相談員 件数 

月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 常勤職員 ４６１件 

③ 利用状況 

 ア、契約件数  ７件 

新規契約 契約終了 延べ契約 

１件 ４件 ７件 

   イ、分野別契約件数 

高齢者 知的障がい 精神障がい その他 

３件 ０件 ４件 ０件 

  ④ 普及・啓発 

実施内容 アンケート調査 

実施目的 地域の権利擁護ニーズの把握 
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調査対象 市内の高齢者・障がい者に関わる４９事業所 

調査結果 各事業所へ報告、社協だよりに掲載 

 

 (2) 法人後見事業 

  ① 権利擁護推進事業運営委員会  ４回 延べ３２人参加  

  ② 利用状況 

   ア、保佐人 ２件 

新規受任 受任終了 受任件数 内訳 

１件 ０件 ２件 ７０代男性、６０代女性 

イ、後見人 ９件 

新規受任 受任終了 受任件数 内訳 

１件 ２件 ９件 ９０代女性１人、８０代女性２人、

７０代男性１人、７０代女性１人、 

６０代女性１人、４０代男性１人、

４０代女性１人、２０代男性１人 

   ウ、後見監督人 ４件 

新規受任 受任終了 受任件数 内訳 

 ２件 １件 ４件 市民後見人４人を監督 

③ 相談・対応件数  ８２４件 

身上監護・財産管理 ５４０件 

職員訪問 １１４件 

権利擁護支援員訪問 １７０件 

 

 (3) 会議・研修 

  ① 生活支援員会議  １回９人出席 

  ② 生活支援員研修  ２回１０人参加 

  ③ サービス担当者会議  １７回１７人出席 

④ 専門員会議・研修  ８回 ９人参加 

  ⑤ その他会議・研修  ２件 １１人参加 

 

  (4) 事業説明 

視察（取材）対応等    ７件 

  



- 19 - 

 

 

事業の概要  日常生活を営む上で判断能力が充分でない高齢者、知的障がい者、精神障が

い者などの生活を守る成年後見制度の普及啓発業務をはじめ、制度の利用に関

する市民等からの相談に応じ、制度に関する情報を広く発信した。また、市民

後見人の育成と活動支援を行った。 

 

１  支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 9,562,672 職員人件費 

事業費支出 972,885 講習会、講座 

事務費支出 2,052,443 事務所管理費（専有面積） 

支出合計 12,588,000  

 

２ 重点施策への取り組み 

成年後見制度の普及啓発として、年２回の権利擁護セミナー・成年後見制度講演会、市

民後見人養成講座の公開、地域に出向き制度説明等を行う出前講座及び権利擁護ニーズ調

査を実施し、広く制度や市民後見人の普及啓発に努めた。 

また、今年度２人の市民後見人が誕生し、その活動が適正に行えるよう活動支援を行う

ことができた。 

 

３ 主要な施策の成果 

(1) 普及啓発（事業説明等含む） 

① 権利擁護セミナー・成年後見制度講演会 

実施日 参加者 主な内容 会場 

１１／２３ ９６人 「市民後見人活動の現場から～成年後見制度利用促

進法と市民後見人活動報告会～」 

 講演会講師 司法書士 大貫正男氏、 

活動報告 竹前栄二氏、元川嘉博氏、 

肥畄間久恵氏 

ふれあい 

プラザ 

３／２６ ３９人 「家族のための成年後見制度講演会＆個別相談会」 

 講演会講師 司法書士 髙橋明子氏 

 個別相談員 司法書士 髙橋明子氏、森本賢一氏 

ふれあい 

プラザ 

② 出前講座（制度・事業等説明）  １９回 

③ その他普及・啓発 

実施内容 アンケート調査 

実施目的 地域の権利擁護ニーズの把握 

調査対象 市内の高齢者・障がい者に関わる４９事業所 

調査結果 各事業所へ報告、社協だよりに掲載 

サービス区分 ７ 成年後見支援センターに要する経費 



- 20 - 

 

 

(2) 相談・手続きの支援、制度に関する情報提供等 

① 相談件数  ５７５件 

   ア、相談者別 

本人 家族 行政 福祉機関 医療機関 包括 市民後見人 その他 

２７件 １２８件 ７５件 １３１件 ２１件 ２７件 ９８件 ６８件 

イ、相談方法別 

電話 来所 訪問 同行 メール その他 

３７４件 １０９件 ３２件 １２件 １２件 ３６件 

ウ、相談者分野 

高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 

３１９件 ７０件 １１５件 ７１件 

エ、相談内容（複数相談あり） ９８８件 

制度全般 申立手続 権利擁護 家族問題 財産管理 身上監護 相続 その他 市民後見 

活動支援 

１５１件 １７３件 ７１件 ５７件 １６９件 ６０件 ７６件 ６２件 １６９件 

    

(3) 市民後見人の養成と活動支援 

  ① 市民後見人養成講座  全２回 １４人参加 

 ② 権利擁護人材バンク 

ア、登録者 ２５人 

イ、フォローアップ研修  ６回 延べ９２人参加 

   ウ、バンクだよりの発行  ７回 

③ 受任調整会議 ３回 延べ１９人参加 

④ 市民後見人活動支援（後見監督業務含む） 

ア、市民後見人 ５人（活動中４人、終了１人） 

イ、活動支援  ９８回 

 

(4) 事業説明・視察対応等 ７件 

 

(5) 会議・研修 １２件 １４人参加 
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サービス区分 ８ 地域活動支援センターに要する経費 

 

事業の概要  障がい者の意思と人格を尊重し、利用者の立場や視点に立った障がい福祉サ

ービスを提供するため、障がい者の声をもとにした創造的活動または生産活動

の機会の提供及び社会との交流を図る事業を実施した。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 4,958,265 職員人件費 

事業費支出 6,116,540 市受託事業、自主事業 

事務費支出 1,742,472 建物管理費（専有面積） 

支出合計 12,817,277  

 

２ 重点施策への取り組み 

障がい者をはじめ、ひきこもりがちな市民の社会参加のきっかけとして、宗岡第二公民

館との共催により「おとこの木あそび」「パステルアート教室」を継続し、障がい者や高

齢男性の社会参加の場を広げ、日常生活の活性化を促すことができた。 

教室事業では、関係機関及びボランティアの協力により新規登録者を得ることができた。

また、視覚障がい者を中心に体を動かす場として「さわやか体操教室」を実施し、障がい

のある人も気兼ねなく楽しく参加できる教室として好評を得ることができた。ガイドヘル

プが不足している場合は、地活スタッフを手配して安全な支援体制を構築した。 

 

３ 主要な施策の成果 

 (1) 地域活動支援センターの管理運営 

  ① 地域活動支援センター運営委員会   １回 延べ８人出席 

  ② 障がい者団体及びボランティア団体への活動場所の提供 

   ７団体１３２回 延べ１，４７５人 

 

(2) 自主事業及び受託事業の実施 

  ① 教室事業（創作的活動） 

教室名 回数 参加者数 

陶芸教室   ２３回 ２００人 

生け花教室  １１回 ４７人 

パステルアート教室 １２回 １３７人 

料理教室 １２回 １６３人 

詩吟 １２回 ５９人 

おとこの木あそび １１回 ８６人 

写真教室 ４回 ３７人 

体操教室 ６回 ５３人 
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合 計 ９１回 ７８２人 

  ② 親と子の生活訓練（介護の指導方法） 

１２回  延べ９６人参加 

  ③ 青年学級（社会適応訓練） 

   ６回  延べ１１６人参加 

  ④ 機能回復訓練事業 

   ９６回  延べ６８１人参加 

 実施回数 参加者数 

月曜日 ４８回 ３８１人 

金曜日 ４８回 ３００人 

合計 ９６回 ６８１人 
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サービス区分 ９ 志木市児童センターに要する経費 
 

事業の概要  児童に健全な遊びを提供して、その健康を増進し、情操を豊かにする児童福 

祉法に基づく目的を達成するため、各種事業を実施するとともに、施設の維持

管理に努め、利用者が安心・安全に利用できる施設運営を行った。 

      （指定管理者） 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 19,106,539 職員人件費 

事業費支出 645,661 自主事業 

事務費支出 2,153,354 建物管理費（専有面積） 

繰入金支出 1,005,176 積立金へ 

支出合計 22,910,730  

 

２ 重点施策への取り組み 

｢こどもスペシャル｣｢なかよしランド｣「ハロウィンゴーストルーム」など、普段と異な

る遊具や施設の環境を整え、事業を展開することで、いつでも何度でも楽しめるリピート

利用の促進を図ると共に、利用者（児）との親近感、信頼感を育む通年事業を充実させた。

また、世代間交流や館外事業の実施により、市内全域の児童健全育成の場と機会の提供を

行いながら、施設の周知・ＰＲ活動を行った。さらに、児童グループ全体で取り組む「こ

どもまつり」を開催し、地域交流の場を提供した。 

３ 主要な施策の成果 

 (1) 利用状況  開館日数３５９日 

市内利用者 市外利用者 団体利用者 合  計 1日平均 事業参加人数 

２９，３１９人 ２，４６７人 ２，２９０人 ３４，０７６人 94.9人 ２１，２７９人 

 

 (2) なかよしタイム（正午から午後１時のなかよしルーム利用） 

   ３４３回 延べ２，１９８人 

 

 (3)事業実施状況 

  ① 未就学児・保護者主対象事業  ６事業 延べ３，９６２人 

事業名 回数 参加人数 

なかよしランド １１回 ５１２人 

児セビクス １８９回 ２，９６６人 

子育て支援交流会 １回 ３４人 

みんなであそぼ １１回 ２７９人 

みずあそび ９回 １３５人 
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読み聞かせデラックス １回 ３６人 

② 小学生主対象事業 

 ア、定例事業  ７事業 延べ１１，４９２人 

事業名 回数 参加人数 

めざせクイズ王 随時 ５，８８０人 

ぬりえコンテスト １２回 ２，２１５人 

コマ検定 随時 ６６人 

けん玉検定 随時 ２１９人 

折り紙 随時 １，０５７人 

わくわくタイム ５０回 ４４２人 

つくってみよう 随時 １，６１３人 

 イ、季節事業  ８事業 延べ２，７７５人 

事業名 回数 参加人数 

クラブ活動 ６回 ５７人 

夏・冬休みチャレンジ会 ６４回 １，１８９人 

クッキング ２回 ３８人 

こどもスペシャル １回 ７８８人 

工作体験教室 １回 ２１人 

ハロウィンゴーストルーム １回 ６７２人 

お正月遊び １回 － 

おでかけ会（秋） １回 １０人 

 ウ、移動児童センター  ３回 延べ２１４人 

 エ、ミニ移動児童センター  ３回 延べ７７人 

 オ、ジュニアリーダーの育成  ２８回 延べ１１６人 (平成２８年登録６人) 

③ 中高生主対象事業  ３事業 延べ１７７人 

事業名 回数 参加人数 

高校生装飾物制作協力事業 １回 ２４人 

ダンス教室 ５回 １０２人 

異世代交流会 １回 ５１人 

④ その他一般主対象事業  １２事業 延べ２，４６６人 

事業名 回数 参加人数 

ミニミニ避難訓練 ４回 １１７人 

子育てサークル支援 １回 ２４人 

たけくらぶ活動支援 ２４回 １１４人 

影絵公演 １回 １７２人 

出張影絵公演 １回 ７０人 
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ミニサマーコンサート １回 １７３人 

こどもまつり １回 ６１１人 

七夕週間 １回 ４８０人 

児童虐待防止推進月間事業 １回 ７８人 

ふれあいフェスタ １回 ３００人 

総合福祉センターまつり １回 ２１４人 

プチ児童センター １回 １１３人 

  ⑤ 多世代交流事業（受託事業） 

回数 主な内容 参加人数 

２３回 
ミニお笑いライブ、伝承あそび体験、大道芸パーティ、 

縁日あそび、ピザパーティ など 
６５９人 

 

(4) 職員研修 

  ① 外部研修 ７件 １６人参加 

  ② 施設見学 ３件 ５人参加 
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サービス区分 10 宗岡子育て支援センターに要する経費 
 

事業の概要  子育て家庭の保護者、乳幼児等に対する支援を行うため、子育て親子の交流

の場の提供や子育て情報の提供などの事業及び子育てに関する相談・援助を実

施し、児童福祉法に基づく子育て支援の拠点として、利用者が安心して安全に

利用できる施設運営を行った。             （指定管理者） 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 13,029,973 職員人件費 

事業費支出 247,383 自主事業 

事務費支出 586,517 建物管理費（専有面積） 

繰入金支出 436,477 積立金へ 

支出合計 14,300,350  

 

２ 重点施策への取り組み 

子育て親子の交流が積極的に図ることができるよう、「あそびの広場」を充実させ、交

流の機会を提供し、交流を促進させた。また、地域の児童公園や学童保育クラブに出向き、

交流の場を提供した。 

親子で表現活動を楽しむ「リトミック」やスキンシップをはかる「ベビーマッサージ」

など、利用者のニーズにあった事業を実施することで、子育て支援センターの利用の拡大

につなげた。さらに、児童グループ全体で取り組む「こどもまつり」を開催し、地域交流

の場を提供した。 

 

３ 主要な施策の成果 

 (1) 利用状況  開館日数３５９日 

あそびの広場 子育て支援事業

・相談事業等 
合  計 

子ども 保護者 

７，８１５人 ５，８４５人 ９，２２２人 ２２，８８２人 

 

(2) 事業実施状況 

  ① あそびの広場  ３４９回 延べ１３，６６０人参加 

  ② ほっとタイム  ３２８回 延べ２，１８８人参加 

③ 広場事業  ９事業 延べ３，２６１人参加 

事業名 回数 参加人数 

ミニミニ講座 １２回 ２６７人 

ミニミニ誕生会 ５４回 ９２２人 

かわいいおてて ２４回 １８９人 

おおきくなったね ２１回 ６９１人 
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おたのしみタイム ２１回 ５８９人 

ミニミニ避難訓練 ４回 １１７人 

対象別広場 １０回 １５３人 

青空ぽけっと １９回 ３３３人 

みんなのぽけっと（子ども用

品リサイクル会） 

２回 － 

④ 子育て事業等  １５事業 延べ３，３８８人参加 

事業名 回数 参加人数 

親子講座 ７回 １４１人 

乳幼児の応急手当 １回 ２７人 

ＰａＰａ’ｓ ２０回 １５６人 

みんなであそぼ １１回 ２７９人 

子育てサークル支援 ２７回 ８０５人 

ハンドベル隊「ぽけりん」 ２２回 ４４６人 

なかまほいく １０回 ３０５人 

健康stepup講座 １回 ２２人 

ミニサマーコンサート １回 １７３人 

こどもまつり １回 ６１１人 

むし歯予防教室 ２回 ５３人 

地区健康相談 １回 ３３人 

子育て支援交流会 １回 ３４人 

虐待防止  １回 １３１人 

みんなのおてて ４７回 １７２人 

⑤ 相談事業  ２事業 ５２４件 

ア、子育て相談 ３７７件 

 睡眠 食事 排泄 発育 発達 

・障がい 

育児 

一般 

ｽﾄﾚｽ 

虐待 

保健 家庭 

地域 

合計 

児童 9 35 17 10 21 193 3 21 29 338 

大人 0 0 0 1 0 3 16 11 11 42 

   イ、専門相談  ３６回 １４７件 

事業名 回数 参加人数 

健康相談 ６回 ４３人 

まんま相談 １１回 ２５人 

おっぱい相談 １０回 ２５人 

歯の健康相談 ２回 １７人 

保健相談 ４回 ２８人 

栄養相談 １回 ５人 

巡回相談 ２回 ４人 
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⑥ リフレッシュ事業  ２事業 延べ１０７人参加  

  事業名 回数 参加人数 

リフレッシュ講座 ４回 ５４人 

癒されタイム １０回 ５３人 

  ⑦ 季節事業  ４事業 延べ７７５人参加 

事業名 回数 参加人数 

みずあそび ９回 １３５人 

いもっこタイム １回 ８４人 

七夕週間 １回 ４８０人 

芋ほり １回 ７６人 

   ⑧ ボランティア事業 

ア、 ぽけっとクラブ 

説明会 ４回 ９人参加 

（内児３人保育あり） 

活 動 ２８回 ８５人 

（延べ活動者４３人） 

（延べ保育数４２人） 

登録者数 １７人 

      イ、おもちゃクリニック  １１回 ２１８人 

  ⑨ 共催・協働事業 

事業名 参加者数 

ふれあいフェスタ ３００人 

総合福祉センターまつり ２１４人 

  ⑩ その他 

   見学者及び赤ちゃんの駅利用者など  ３４１人 

 

 (3) 職員研修  

① 研修 ９件 １７人参加 

② 視察 ３件 ３人 
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サービス区分 11 学童保育クラブに要する経費 
 

事業の概要  保護者等の就労等で常時留守になっている児童を保育する宗岡地区４学童保

育クラブの運営を行った。また、学童保育クラブにおける児童の安全と充実し

た生活を確保し、自主性・社会性・創造性を培うとともに保護者との日常的な

連絡、情報交換を行い、基本的生活習慣についての援助や自立に向けた支援等、

児童の健全育成に必要な活動を行った。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 83,727,919 職員人件費 

事業費支出 8,087,834 自主事業 

事務費支出 8,149,247 建物管理費 

支出合計 99,965,000  

 

２ 重点施策への取り組み 

志木市が待機児童をなくすため、学童保育クラブの受入れ人数を拡大し、施設増室にお

ける環境整備と支援員の増員を図った。また、全家庭を対象とした個人面談を実施し、学

童での様子や成長を伝えた。さらに、小学６年生までの年齢対象拡大に対応し、子どもが

『自ら進んで通い続けられる』学童保育クラブであるために、児童が安心して過ごせる生

活の場所を保障するための育成支援を行い異年齢児の発達理解、クラス分け、職員配置な

ど体制・組織づくりに取り組んだ。 

個別には、宗岡第四学童保育クラブは、５月１日からカフェランチ宗四小で、保育施設

として使用することで介護予防事業所職員と連携した。宗岡学童保育クラブは、７月２０

日から８月３０日まで「地域交流スペース多目的室」、９月１日からは校舎内の和室を借用

し法人の特性と資源を生かし宗岡地区の環境を考慮した特色ある保育を実現した。 

児童グループ全体で取り組む「こどもまつり」を開催し、地域交流の場を提供した。 

 

３ 主要な施策の成果 

  (1) 月別児童在籍数 

     （単位：人） 

    4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

宗岡 

１～3 年 55 54 55 60 60 54 51 50 50 50 48 46 52.8 

4～6 年 11 11 11 13 13 13 12 12 12 13 12 12 12.1 

合計 66 65 66 73 73 67 63 62 62 63 60 58 64.8 

宗二 

１～3 年 50 50 47 56 56 54 54 53 53 51 51 50 52.1 

4～6 年 6 6 5 8 8 5 4 4 4 4 4 4 5.2 

合計 56 56 52 64 64 59 58 57 57 55 55 54 57.3 

宗三 

１～3 年 41 39 39 40 45 36 37 37 36 35 34 36 37.9 

4～6 年 7 7 7 7 7 5 5 5 4 4 4 4 5.5 

合計 48 46 46 47 52 41 42 42 40 39 38 40 43.4 
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宗四 

１～3 年 54 60 58 60 57 54 52 52 54 53 50 51 58.9 

4～6 年 9 12 12 12 13 8 8 6 6 6 6 6 8.7 

合計 63 72 70 72 70 62 60 58 60 59 56 57 63.3 

総計 

１～3 年 200 203 199 216 218 198 194 192 193 189 183 183 197.3 

4～6 年 33 36 35 40 41 31 29 27 26 27 26 26 31.4 

合計 233 239 234 256 259 229 223 219 219 216 209 209 228.8 

 

  (2) 平日・土曜日別児童利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 緊急時対策 

      緊急時の対応マニュアルに基づき、防災・防犯訓練を年１回以上実施した。 

    ① 学童保育クラブごとの基本訓練 

種 類 内  容 宗岡 宗二 宗三 宗四 

防災・防犯 
防犯・防災に関する講話 

笛による集合指示の実施 

4/1 

4/13 
4/1 4/1 4/1 

防災 地震・火災想定訓練 7/20 8/26 
4/18 

7/19 
8/8 

防災 災害用伝言ダイヤル体験利用（保護者） 5/30 6/1 6/1 6/1 

防災・防犯 
多目的室における防災と防犯 （２年生対

象） 
7/22    

防犯 不審者対応想定訓練 12/20 2/27 12/27 12/26 

防災 
「防災とボランティアの日」について考え

る 
 1/27   

防災 
地震想定避難訓練 

「東日本大震災について考える」 
3/13 3/10 3/13 3/13 

② その他、緊急時対策 

    ・救急救命講習を２４人の職員が参加した。（6/6） 

・甲種防火管理講習に３人参加し学童常勤職員全員、防火管理者資格取得した。 

（2/8、2/9） 

 

開所日数 (単位：日) 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

開所 

日数 

平 日 20 19 22 20 22 20 20 20 19 19 20 22 243 

土曜日 5 4 4 5 4 4 5 4 4 4 3 4 50 

合計 25 23 26 25 26 24 25 24 23 23 23 26 293 

児童利用状況 (単位：％) 

    4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

宗岡 
平 日 72 71 73 69 57 69 73 67 68 59 60 63 67 

土曜日 15 10 13 11 8 13 9 12 11 12 8 12 11 

宗二 
平 日 64 65 70 69 55 70 71 67 68 62 67 70 67 

土曜日 14 18 21 17 11 13 14 14 16 14 18 17 15 

宗三 
平 日 77 70 80 73 58 71 73 71 74 74 75 73 72 

土曜日 11 7 11 10 7 9 10 10 8 8 11 9 9 

宗四 
平 日 75 69 73 71 61 76 76 72 71 67 73 68 71 

土曜日 8 8 9 6 9 7 7 7 7 8 8 9 8 
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 (4) 保護者との相互連絡 

    災害や台風、学級閉鎖、また児童の欠席など、携帯電話のメール機能を活用し保護者

と学童保育クラブとの連絡を迅速に行った。 

 

 (5) おやつの提供 

多機能型事業所との連携により、安心・安全な食材によるオリジナルおやつの提供を

行い、また、アレルギーのある児童への対応をした。さらに、事業所職員と支援員と協

議を重ねながら、職員におやつアンケートをおこない意見等を反映させた。 

 

(6) 学校長期休業時の給食弁当提供について 

給食弁当の試食会を行い、保護者に業者選定をしてもらうことで保護者の要望に応え

た。また、アレルギー対策、食中毒対策、キャンセル等のシステム化を図り、安心・安

全で良質な昼食を提供した。 

 

 (7) 事業実施状況 

① 保護者個人面談  １９７世帯 

② リズムタイム  ２２５人参加 

③ 社協関連共催事業 ２事業 延べ６６５人参加 

④ その他 

ア、宗岡第二公民館の読み聞かせボランティアによる読み聞かせ。（各学童年１回） 

   イ、宗岡第二公民館主催「移動図書館」による本の貸出し。 

ウ、宗岡子育て支援センター共催による「青空ぽけっとｉｎ学童」。（全７回） 

   エ、移動児童センターに参加。（宗岡第三学童） 

    オ、地域のボランティアの方による書道教室に参加した。（宗岡第三学童） 

   カ、ミニサマーコンサート・読み聞かせスペシャルに参加。（宗岡第四学童） 

 

(7) 会議・研修 

   ① 会議 

ア、市主催 

・要保護子どもセーフティーネット会議 １回 

    イ、社協主催  

・学童保育クラブ支援員全体会議 年４回  

・施設長会議 年１２回  

・支援員会議 年１１回  

    ・支援員・補助員会議  １１回 

    ・チューター養成受講者による新人研修のための会議 ４回 

   ② 研修 

    ア、認定資格研修  ７人受講 

    イ、外部研修  ９件 ３０人参加 

ウ、内部研修  ３件 ５４人出席 
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エ、全職員勉強会 （学童保育アドバイザーによる勉強会 ４回と支援員勉強会 各３回） 

オ、宗岡地区小学校福祉体験授業参加 

    ・アイマスク体験 ９校 ５７人 

・車いす体験 ７校 ３７人 
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サービス区分 12 居宅介護支援事業に要する経費 
 

事業の概要  介護保険制度における指定居宅介護支援事業所として、要支援または要介護       

の認定を受けた人のケアプランを作成し、要介護者の自立支援を行った。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 22,767,803 職員人件費 

事業費支出 19,975 講師謝礼 

事務費支出 2,969,042 事務所管理費（専有面積） 

繰入金支出 5,435,646 法人運営へ 

支出合計 31,192,466  

 

２ 重点施策への取り組み 

地域の医療資源の情報収集や把握を行い、またその資源との関わりを積極的に持つため

医療機関に足を運び、顔の見える関係づくりを継続した。それにより退院時のスムーズな

連携や在宅におけるより効果的な治療に繋げるケアプラン作成ができた。また、介護保険

以外の資源の情報も組み込み、利用者の選択肢の幅を広げることにより、利用者自身の生

活の場や人との関わり場を広げることができた。 

 

３ 主要な施策の成果 

  (1) 居宅介護支援 

  ①職員体制 

 平成２９年３月末 

常勤職員 ５人 

  ②ケアプラン数 

 平成２９年３月末 

介護計画 延べ１，７２７件 

介護予防計画 延べ５０４件 

③ サービス担当者会議  ２６５回 

    ＜主な会議内容＞ 

 認定更新結果後のサービスについて １００回 

現在のサービス見直しについて ８８回 

初回サービス担当者会議（新規利用者） ６０回 

 退院後の在宅復帰に向けておよび退院直後 ７回 

 区分変更 １０回 

④ 介護予防サービス担当者会議  ５４回 

     ＜主な会議内容＞ 

 認定更新結果後のサービスについて ２６回 
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 初回サービス担当者会議（新規） １６回 

現在のサービス見直し（変更・追加） １０回 

 その他 ２回 

  ⑤ 相談件数  ６３件（うちケアプラン作成件数４９件） 

 

  (2) 認定調査 

    要介護・要支援認定申請者に対し、７６件の認定調査を行った。 
 

(3) 会議・研修 

① 外部研修   ２５件 延べ３３人参加 

② 志木市介護支援専門員連絡会及び事業所連絡会  ６回 延べ１１人参加 

  ③ 志木市要援護高齢者支援ネットワーク会議  １回 ２人参加 

④ 志木市地域ケアエリア・コア会議  ４回 延べ６人参加 

⑤ 多職種連携研修  ４回 延べ６人参加 

⑥ ケアマネージャー会議  全１２回 延べ５７人出席 
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サービス区分 13 訪問介護事業に要する経費 
 

事業の概要  介護保険制度における訪問介護事業・介護予防訪問介護事業、障害者総合支

援制度における居宅サービス事業・移動支援事業、子育て支援のための養育支

援事業、介護保険制度外の自主契約事業等を実施した。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 73,667,952 職員人件費 

事務費支出 3,610,899 事務所管理費（専有面積） 

繰入金支出 13,966,874 法人運営へ 

支出合計 91,245,725  

 

２ 重点施策への取り組み 

「つながりを強め一致団結」を目標に、会議や研修に参加し、職員間のコミュニケーシ

ョンを深めた。また、介護職員初任者研修の実施により、介護専門職として知識や技術の

向上に努め、会議や研修、検討会等も定期的に実施したほか、「ヒヤリ・ハット事例」の

活用により事故防止に努めた。 

 

３ 主要な施策の成果 

 (1) 職員体制 

 平成２９年３月末 

常勤職員 ４人 

短時間勤務職員 ２人 

登録ヘルパー ４５人 

 

 (2) 活動時間、利用者数 

区  分 活動時間 訪問回数 延べ利用者数 

訪問介護 １４，０４３時間 １４，３１０回 １，０６６人 

介護予防訪問介護 ３，６１３時間 ３，７２７回 ５８２人 

居宅サービス事業 ５，１１２時間 ４，３９３回 ４７７人 

移動支援事業 １，３２１時間 １，４２７回 １７１人 

自費契約事業 ２時間 ２回 ２人 

合 計   ２４，０９１時間 ２３，８５９回   ２，２９８人 

 

(3) 研修・会議 

① 登録ヘルパー全体研修  年５回 延べ２２４人出席 

② ヘルパー地区会議（４地区） 

各地区４回 延べ１４８人出席 

③ 新任研修（１年未満の新任対象）  １回 延べ２人出席 
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④ 外部研修  １９回 延べ４４人参加  

⑤ サービス提供責任者会議  １２回 延べ６７人出席 

⑥ ケース検討会  ３９回 延べ１５６人出席 

⑦ 地域ケア会議  ２回 延べ３人出席 

⑧ 自立支援協議会くらし部会  ３回 延べ３人参加 

 

 (4) サービス担当者会議  ９０回 

身体及び生活環境の変化による業務の見直しと今後の対応について  ６回 

要介護認定更新に伴うサービス内容の確認 ７１回 

生活状況及びサービス内容の確認 ３回 

新規訪問でのサービス提供内容について １０回 

 

 (5) 介護職員初任者研修 

日程 内容 受講生 

１１／４～１７(１０日間) 講義・実技講習 
１１人 

１１／２８～１２／８ 実習生同行訪問 
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サービス区分 14 志木市福祉センターに要する経費 
 

事業の概要  高齢者福祉の拠点として、高齢者が健康で明るく安全に施設の利用ができる

よう、施設の維持管理に努めた。高齢者の介護予防及び生活の質や教養の向上

を図るため、各種運動教室やセミナー等を実施した。 

       また、志木市老人クラブ連合会の事務局として、志木市老人クラブ連合会及 

び各単位老人クラブに関する諸活動の支援を行った。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 10,910,104 職員人件費 

事業費支出 1,733,615 自主事業 

事務費支出 11,748,833 建物管理費 

支出合計 24,392,552  

 

２ 重点施策への取り組み 

志木市公共施設等マネジメント戦略に伴う志木市総合福祉センターへの移転を見据え、

浴室ボイラー、濾過ポンプ、ガス漏れ対応の小型温水器設置などの老朽化している施設設

備の補修工事を行い、安心、安全な施設管理を行った。 

  また、地域において健康で自立した生活が続けられるよう、介護予防事業を実施した。 

 

３ 主要な施策の成果 

 (1) 利用状況 開館日数３５６日（年末年始６日間及び定期清掃に伴う休館日３日間） 

市内利用者 市外利用者 合  計 

４６，１０２人 ８５５人 ４６，９５７人 

 

 (2) 教室事業   １０教室 １１９回   ２，０３９人 

    高齢者の健康増進、教養の向上及び地域コミュニティの推進のため、また、新たな 

利用者を増やすため、各種教室を実施した。 

教室・事業名 回数 参加人数 

書道教室１組 １０回 １９６人 

書道教室２組 １０回 ２０５人 

太極拳教室 １１回 ２１１人 

フォークダンス教室１組 １１回 １８５人 

フォークダンス教室２組 １１回 ２６１人 

健康体操教室 １１回 ２３４人 

民謡教室 ２２回 ２８７人 

健康レクリェーション教室 １１回 ２３５人 



- 38 - 

 

大人のぬり絵教室 １１回 １２０人 

〃（自主勉強会） １１回 １０５人 

合  計 １１９回 ２，０３９人 

 

 (3) 高齢者まつり 

      高齢者の生きがいと社会参加を促進するため、作品の展示、芸能の発表等により、 

  交流や相互協力のきっかけの場として実施した。 

実施日 ６／３～５ 

場 所 福祉センター 

参 加 芸 能 延べ１９８人 

展 示 １５７点 

模擬店 延べ１３店補 

来場者 約９６０人 

     

 (4) 介護予防事業  ５講座 ４，４１０人  

   介護予防と健康的な自立生活が継続できるよう、運動を中心とした内容の他、認知症 

予防に重点を置いた講座を開催した。 

教室・事業名 回数 参加人数 

お気軽ころばん塾 週２回 １，８４６人 

楽々筋トレ塾 毎日 ２，２８４人 

認知症予防

セミナー 

イキイキ脳力アップ ９回 １９３人 

音楽療法 ３回 ５８人 

水引細工 ３回 ２９人 

 

  (5) 志木市老人クラブ連合会事務局活動 

   志木市老人クラブ連合会事務局及び各単位老人クラブに関する事務を実施し、日常活 

  動や事業の連絡調整、準備、決算、記録等の諸活動の支援を行った。 

 

  (6) 防火管理 

      安心して施設を利用していただくため、避難訓練を行った。 

実施日 主な内容 参加者 

１２／２０ 総合防災訓練（避難） 職員及び利用者２４人 

２／２２ 総合訓練（消火、避難、通報） 職員及び利用者２０人 

 

(7) 研修・会議 

    外部研修 ３件 ３人参加 
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サービス区分 15 志木市第二福祉センターに要する経費 
 

事業の概要  高齢者福祉の拠点として、高齢者が健康で明るく安全に施設の利用ができる

よう、施設の維持管理に務めた。高齢者の介護予防及び生活の質や教養の向上

を図るため、各種運動教室やセミナー、レクリエーション等を実施した。 

また、隣接する市営城山住宅に居住するひとり暮らし高齢者の定期的な安否

確認を行った。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 13,784,932 職員人件費 

事業費支出 1,269,009 自主事業 

事務費支出 17,537,569 建物管理費 

支出合計 32,591,510  

 

２ 重点施策への取り組み 

       自動ドアの修繕、照明器具の交換、トイレの洋式化など、施設の利便性を高めるととも

に、湧水排水ポンプの修繕を行い、施設環境の整備を図った。また、高齢者の日常生活の

質の向上や健康増進、介護予防をすすめるため、各種教室事業、介護予防事業を行った。 

 

３ 主要な施策の状況 

 (1) 利用状況 開館日数３５６日（年末年始６日間及び定期清掃に伴う休館日３日間） 

市内利用者 市外利用者 合  計 

４２，０７６人 ５４７人 ４２，６２３人 

 

 (2) 教室事業  ９教室  ９７回 １，８８０人 

     高齢者の健康増進、教養の向上及び地域コミュニティの推進のため、各種教室を実施し

た。 

教室・事業名 回数 参加人数 

健康体操教室 １１回 ２７３人 

リズム体操教室 １１回 ４０３人 

太極拳教室 １０回 １８６人 

３Ｂ体操教室 １１回 １３８人 

書道教室 １１回 ２２９人 

水墨画教室 １１回 １９９人 

認知症予防ゲーム教室 １１回 １６９人 

ｴﾝｼﾞｮｲ筋トレ教室 １０回 １３２人 

大人のぬり絵教室 １１回 １５１人 

合  計 ９７回 １，８８０人 
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  (3) イベント活動 

      利用者のお楽しみ会として、企画・実施した。 

実施日 参加人数 イベント名 内  容 

１０／１０ 

 

４７人 世代間交流 

カーレット志木大会 

カーレットの習得と世代間交流 

総合福祉センターと共催 

１２／１６ ５０人 パフォーマンス楽団・結 大道芸と歌のパフォーマンス 

 

 (4) サークル活動支援 

   登録サークルの活動発表の場として年 1 回実施した。 

日程 サークル数 来場者 内容 

５／１０ １３ １３０人 サークル発表会 

 

 (5) 介護予防事業 ８講座 ７，１９９人（朝の５分間体操カウント無し） 

   運動を中心とした介護予防の他、認知症予防セミナーや健康セミナー等の講座を開催 

  し総合的な介護予防事業を実施した。 

教室・事業名 回数 参加人数 

お気楽ころばん塾 週３ ４，３５０人 

楽々筋トレ塾 毎日 １，９００人 

朝の５分間体操 毎日 － 

 

認知症予防セ

ミナー 

水引細工 ３回 ４８人 

音楽療法 ２回 ６１人 

歌声ひろば ５回 ２６４人 

カーレット練習会・大会 １５回 ４６５人 

健康セミナー ３回 １１１人 

 

  (6) 隣接住宅の見守り安全確認 

   隣接する市営城山住宅に居住するひとり暮らし高齢者１０世帯に対し、開館日毎日、

見守り安全確認（安否確認）を実施した。 

 

  (7) 防火管理 

      安心して施設を利用していただくため、消防訓練をはじめ、職員の研修などを行った。 

日程 主な内容 主な参加者 

１０／１３ 避難誘導自主訓練 職員及び利用者（２６人） 

２／３ 消防署指導のもと利用者を含めた訓練 職員及び利用者（３５人） 

 

  (8) 会議・研修 

    外部研修  １件 １人参加 
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サービス区分 16 多機能型事業所（生活介護）に要する経費 
 

事業の概要  障害者総合支援法に基づき、利用者が自立した日常生活または社会生活を営

むことができるよう、利用者の意向、適性、障がいの特性その他事情を踏まえ

て個別支援計画を作成し、利用者に対して適切かつ効果的な障がい福祉サービ

スを実施した。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

就労支援支出 459,095 通所者工賃、材料費 

事業税支出 36,139 作業収入に関わる消費税 

人件費支出 23,879,427 職員人件費 

事業費支出 596,404 自主事業 

事務費支出 3,217,900 建物管理費（専有面積） 

繰入金支出 2,325,000 法人運営へ 

繰入金支出 7,351 就労支援補填 

支出合計 30,521,316  

 

２ 重点施策への取り組み 

新商品（カラフルモップ）を作り、利用者の作業拡大と自主製品増加につながった。ま

た、ボランティアが定期的に日帰り研修に参加してもらえるようになり、利用者との関係

が構築できている。市内外のイベントに積極的に参加し、事業所ＰＲと障がい者理解促進

に努めた他、在宅福祉グループの協力により障がい者虐待防止研修を実施した。 

 

３ 主要な施策の成果 

 (1) 就労事業活動 

平均月額工賃 活動内容 

１，５６１円 自主製品販売、農作物の栽培と販売、アルミ缶回収 

 

(2) 福祉事業活動 

  ① 利用実績 

生活支援員９人（常勤４人、短時間５人）の体制で、延べ３，９１０人の日常生活

上の支援と自主製品づくりおよび販売の支援を行った。 

② 販売活動 

イベントに参加し、自主製品の販売活動を行った。 

実施日 イベント名 

４／３ 春のいろは親水公園まつり 

５／２１ むさしの作業所春まつり 

６／３ 志木彩愛まつり 
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８／２８ いろは市 

１０／１６ 健康まつり 

１１／２７ 市民まつり 

１２／６ 障がい者理解促進イベント 

年１２回 市役所内販売 

毎週月～金曜日 オープンスペースでの販売 

③ 健診と余暇活動 

    身体および日常生活能力向上のために健診と余暇活動等を実施した。 

 活動内容 回数 

健

診 

内科検診  １２回 

歯科検診    ２回 

志木市健診事業参加 １回 

余 

暇 

活 

動 

大正琴  ２５回 

音楽療法    ６回 

食事会    ３回 

日帰り研修    ２回 

外出行事    １回 

スポーツ・レクリエーション    ６回 

絵画教室 １２回 

リハビリ体操 ４４回 

④ 会議・研修 

   ア、外部研修   ６件 延べ１２人参加  

   イ、内部研修  １回 延べ２５人参加 

ウ、つくしんぼ会議  １２回 延べ１０６人出席 

エ、常勤職員会議  １２回 延べ１０７人出席 

オ、施設見学  ２回 延べ４人参加 

    ⑤ 避難訓練 

 ２回 延べ３３人出席 
 

 (3) 総合福祉センター事業への参加   

参加事業名 参加人数 参加内容 

ふれあいフェスタ ２０人 大正琴の発表と自主製品販売 

総合福祉センターまつり ２９人 楽器演奏と自主製品販売 
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サービス区分 17 多機能型事業所（就労継続支援Ｂ型）に要する経費 

 

事業の概要  障害者総合支援法に基づき、利用者が自立した日常生活または社会生活を営

むことができるよう、利用者の意向、適性、障がいの特性その他事情を踏まえ

て個別支援計画を作成し、利用者に対して適切かつ効果的な障がい福祉サービ

スを実施した。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

就労支援支出 14,963,761 通所者工賃、材料費 

事業税支出 1,296,104 作業収入に関わる消費税 

人件費支出 38,494,888 職員人件費 

事業費支出 1,615,379 自主事業 

事務費支出 1,636,940 建物管理費 

繰入金支出 1,657,000  

繰入金支出 86,066 就労支援補填 

支出合計 59,750,138  

２ 主要な施策の成果 

 (1) 平均工賃月額 

平均工賃月額 ひまわり クローバー 

20,596 円 34,729 円 11,842 円 

 

  (2) 平均工賃時給額 

平均工賃時給額 ひまわり クローバー 

328 円 764 円 161 円 

 

(3) 支給工賃月額 

就労Ｂ型合計 ひまわり クローバー 

744,889円 480,419円 264,470円 

 

３ ひまわり 

(1) 重点施策への取り組み 

  食堂の売り上げ増加、学童保育利用者の増加によるおやつ提供数の増加、口コミによ

るクッキー購入者の増加、館内利用者の弁当注文の増加により、利用者の就労機会を増

加することができた。 

 

(2) 食堂運営、販売活動、おやつ提供、浴室清掃の実績 

 営業日数（日） 利用客数（人） 総売り上げ（円） 

食堂運営 ２９１ 13,363 6,210,170 
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販売活動  １９５ － 1,182,170 

おやつ提供 ２９２ 49,572 5,399,548 

浴室清掃 ２８７ － 482,450 

 

 (3) 福祉事業活動 

  ① 利用実績 

    生活支援員（常勤２人）と職業指導員（短時間５人）の体制で、延べ１，３０１人の

日常生活上の支援と就労の支援を行った。 

  ② 会議・研修 

   ア、ひまわり全体会議  １回 延べ１６人出席 

   イ、ひまわり会議  １２回 延べ６８人出席 

ウ、常勤職員会議  １２回 延べ１０７人出席 

    ③ 避難訓練 

２回 延べ１１人出席 

 

 (4) 地域福祉関連事業への参加 

参加事業名 参加人数 参加内容 

こどもまつり ９人 販売営業 

総合福祉センターまつり ２１人 食堂営業 

 

４ クローバー 

(1) 重点施策への取り組み 

  今年度新たに施設内就労作業を確保し、継続して就労できる環境を維持している。 

また、通所者及びその家族の声を拾い、落ち着いて仕事ができる環境づくりを心がけ

たことにより、通所者が不安定になる回数の減少につながっている。 

 

(2) 就労支援活動 

 就労場所 活動内容 延べ人数 

施

設

外 

福祉センター トイレ清掃 ６９７人 

公園清掃 清掃及び除草 ２２７人 

大村商事 分別業務 １，３３２人 

志木高校グラウンド 除草作業 ８人 

志木フラワー 園芸補助作業 ９２人 

複合施設もくせい 窓清掃 ２４人 

食堂実習 皿洗い等 ７３人 

施設内 香炉灰他 ４，０２０人 

 

 (3) 福祉事業活動 

    ① 利用実績 

    生活支援員３人（常勤１人、短時間２人）と職業指導員５人（常勤２人、短時間３   
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人）の体制で、延べ４，３２４人の日常生活上の支援と請負作業および施設外就労の支

援を行った。 

② 会議・研修 

     ア、外部研修   １件 延べ２人参加 

イ、クローバー会議  １２回 延べ９１人出席 

ウ、常勤職員会議  １２回 延べ１０７人出席 

   ③ 避難訓練 

１回実施 延べ１５人出席 

 

(4) 総合福祉センター事業への参加 

参加事業名 参加人数 参加内容 

ふれあいフェスタ ８人 大正琴の発表と演奏鑑賞 

総合福祉センターまつり １２人 楽器演奏と生活介護の自主製品販売 

 

 (5) 実習体験生の受け入れ 

        受け入れ先 人数 受入日数 

所沢おおぞら特別支援学校 ２人 延べ１０日 

職場体験学習（志木中） ２人 延べ３日 

職場体験学習（宗岡中） ３人 延べ６日 
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サービス区分 18 地域包括支援センターに要する経費 
 

事業の概要  柏町及び館・幸町地区において、「地域包括ケア（高齢者が住み慣れた地域

で、尊厳あるその人らしい生活を継続できるようにすること）」を推進する中

核機関として、志木市からの委託を受けて活動展開した。 

 

１ 決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 54,577,358 職員人件費 

事業費支出 4,427,811 市委託事業、自主事業 

事務費支出 5,742,597 事務所管理費（専有面積） 

繰入金支出 4,573,342 法人運営へ 

支出合計 69,321,108  

 

２ 志木市高齢者あんしん相談センター柏の杜 

(1) 重点施策への取り組み 

社会福祉協議会が運営する地域包括支援センターとして、地域包括ケアの推進のために、

介護サービスに限らず、地域の保健・医療・福祉サービスやインフォーマルサービスなど

のさまざまな社会資源が連携できるよう、地域ケアエリア会議等を活用して、高齢者への

包括的支援を行った。 

平成２８年度は、新しい包括的支援事業（新規４事業）として「地域ケア会議の推進」、

「在宅医療介護連携」、「生活支援体制整備」、「認知症施策の推進」を受託し、地域包

括ケアシステムの構築、ネットワークの構築を図った。 

 

  (2) 総合相談支援業務 

    ① 総合相談受付件数 ６，０５０件（実人数 ３８９人、なんでも相談会 ４７人） 

電話相談 来所相談 訪問相談 文書 合 計 

３，７４４件  ６４５件 １，６２０件 ４１件 ６，０５０件 

    ② 実態把握業務 

   高齢者世帯実態把握二次調査  ５８件 

  ③ 地域におけるネットワークの構築 

      ア、会議・打ち合わせ  ５７回 

会議・研修会名 実施回数 

地区民生委員会議開催（柏町） １回 

西部地区民生委員会議定例会 １回 

地域運営推進会議（グループホームみんなの家） ５回 

いろは１００歳体操体験会 ４回 

いろは１００歳体操サポーター養成講座・フォローアップ講座 ２回 

いろは百歳体操に関する打ち合わせ ４回 
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サンマンション説明会に関する打ち合わせ ２回 

生活支援体制整備事業に関する打ち合わせ ２３回 

認知症サポーター養成講座、フォローアップ講座に関する打ち合わせ ３回 

元気回復事業に関する打ち合わせ ３回 

総合事業に関する打ち合わせ ２回 

栄養改善事業に関する打合せ ２回 

第二福祉センター改修工事に関する打ち合わせ ３回 

かしわなほっとぷれすに関する柏町まちづくり会議との打ち合わせ ２回 

     イ、活動支援  ４２回 

支援内容 実施回数 

柏町内個人商店への周知活動 ５回 

ふれあい健康交流会への参加 ７回 

話し相手ボランティア世話人会・定例会への参加 １２回 

いろは百歳体操への参加 ７回 

第二福祉センター避難訓練への参加 ２回 

地域団体の事業への参加（サンマンション、しっきーず） ２回 

社会福祉士実習指導・中学校職業体験への協力 ７回 

      ウ、出前講座  ８回 延べ３３６人 

 

  (3) 権利擁護業務 

    ① 相談 

      ア、権利擁護・成年後見人制度関連相談 ２３件・実人数６人 

   イ、虐待関連相談  ７件・実人数２人  

    ② 啓発講座 

    交通安全、消費生活アドバイス   １３回 ３１５人 

 

  (4) 包括的・継続的ケアマネジメント支援 

    ① 相談支援 

介護支援専門員からの相談 ６８３件 

サービス事業者からの相談 ９６４件 

    ② 支援のための会議・研修 

介護支援専門員連絡会議 ３回 

サービス担当者会議（ケアマネ支援) １３回 

地域ケアエリア会議への参加（他圏域） １回 

ケアプランチェック １回 

  ③ 地域ケア会議・地域ケアエリア会議 

地域ケアエリア会議 １１回 

④ 在宅医療・介護連携  

代表者会議・打ち合わせ   ７回   
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介護予防講演会 １回 

ケアカフェしき ２回 

⑤ 生活支援体制整備（第２層協議体） 

日程 内容 参加者 

６／２１ 柏町の地域課題について（ボランティア、サロン） １２人 

７／１４ 柏町の地域課題について（町内会） １０人 

２／６ 今後の生活支援体制整備の方向性について ９人 

 

 (5) 会議・研修 

      職員の資質向上のため、地域包括支援センターに関する会議・研修に参加した。 

  また、利用者の生活を支える上で必要となる関係者間の情報交換・協議などを行った。 

① 職員外部研修 ３２件 延べ３６人参加   

② 関係会議 ７６回(２７年度  ４５回） 

会議名 参加回数 

地域包括支援センター運営協議会    ２回 

要援護者ネットワーク会議   １回 

地域包括支援センター連絡会議   ５回 

地域包括支援センター所長部会 ３回 

認知症対策部会 ２回 

地域包括支援センター主任ケアマネ部会   １０回 

地域包括支援センター社会福祉士部会     ７回 

地域包括支援センター看護師部会 ５回 

部会再編成会議 １回 

認知症初期集中支援モデル事業チーム員会議 ４回 

虐待対応コア会議 ２回 

生活支援コーディネーター連絡会議 ５回 

生活支援体制整備１層フォーラム ２回 

新座市地域ケア会議・ケアサロンの参加   ６回 

総合事業説明会   ４回 

社協グループ長・所長等会議     ４回 

柏の杜ミーティング（打ち合わせ） １３回 

 

  (6) 介護予防支援事業所 

① 介護予防サービス計画給付管理数 

       介護予防支援事業所として、延べ１，０６２件の要支援認定者の介護予防サービス

計画を作成した。 

  ② 介護予防サービス計画サービス担当者会議 

 サービス担当者会議 ７０回 

  ③ 要介護認定申請書等の申請を代行 
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申請代行 １３９件 

 

(7) 市受託事業 

 ① 二次予防事業把握事業 

実態把握件数 ２７件 

二次予防事業参加  １９人 

要介護ハイリスク者実態把握 ２５１件／２５４件中 

② 元気回復事業 

内容 回数 出席数 

体操＆脳トレ ２２回 ４１２人 

③ 認知症施策の推進 

ア、認知症カフェ「杜のカフェ」 

内容 回数 出席数 

茶話会、講演会 １３回 ４８７人 

   イ、認知症徘徊模擬訓練（兼認知症サポーターフォローアップ講座） 

内容 回数 出席数 

講座、声掛け訓練、グループワーク １回 ２２人 

 

３ 志木市高齢者あんしん相談センター館・幸町 

(1) 重点施策への取り組み 

   社会福祉協議会が運営する地域包括支援センターとして、地域包括ケア推進のために、

介護サービスに限らず、地域の保健・医療・福祉サービスやボランティア活動、インフ

ォーマルサービスなどのさまざまな社会資源が連携できるよう、地域ケアエリア会議等

を活用して、高齢者への包括的支援をおこなった。 

元気回復事業による「脳活性化ゲーム＆笑ふヨガ」を、コープみらい幸町店の会議室

を活用しておこなうことで、幸町での新たな拠点づくりができた。また、コープみらい

との協力体制も図れた。認知症カフェを２箇所に発展させ、そこを基盤に、認知症サポ

ーター養成講座や徘徊高齢者声かけ模擬訓練を実施し、認知症の人への理解や支援のあ

り方の普及啓発をおこなった。 

地域の高齢者の拠り所づくりを、いろは百歳体操をツールとし、地域住民と力を合わ

せて取り組むことができた。 

   生活支援体制整備事業について、担当圏域の第２層協議体構成員へ説明し、第２層協

議体を運営していくことの合意形成を図った。また、「地域づくり講演会」や「高齢者

サロンの取り組み等の勉強会」を企画・開催し、協議体での地域課題の共有化、協議体

構成員と顔の見える関係づくりをおこなった。  

 

  (2) 総合相談支援業務 

    ① 総合相談受付件数  ７，５３５件（実人数５５５人） 

電話相談 来所相談 訪問相談 文書 合 計 
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４，７０１件 ４７７件 ２，２１０件 １４７件 ７，５３５件 

  ② 実態把握業務 

   高齢者世帯実態把握二次調査  ７８件 

   ③ 地域におけるネットワークの構築 

      ア、会議・打ち合わせ  ３４回 

会議名 参加回数 

民生委員会議 ２回 

地域運営推進会議（たての杜） ６回 

地域運営推進会議（健康倶楽部） ６回 

地域運営推進会議（GENKI NEXT） １回 

要介護高齢者個別支援ネットワーク会議 １回 

街なかふれあいサロンスペース・わ連絡会議 ６回 

街なかふれあいサロンスペース・わ多世代交流（館保育園） １回 

ふれあい健康交流会 １回 

とちの樹会体操サロン打ち合わせ １回 

サロンおりーぶ打ち合わせ １回 

コープみらい打ち合わせ １回 

認知症カフェ打ち合わせ ３回 

認知症サポーター養成講座打ち合わせ ３回 

シーズウィッシュ春祭り打ち合わせ（相談コーナー参加） １回 

認知症介護者のつどい ３回 

   イ、活動支援  ８８回 

地域の高齢者サロン活動支援 ５４回 

ふれあい健康交流会への参加 １回 

ボランティア活動支援 ３３回 

      ウ、出前講座  １３回  延べ５５５人 

 

  (3) 権利擁護業務 

    ① 相談 

      ア、権利擁護・成年後見人制度関連相談   ２１件  実人数  ４人 

   イ、虐待関連相談             ４９件  実人数  ４人 

② 啓発講座 

      ア、老後の安心のための法律ワンポイント講座     １回  １４人参加 

        「遺言・相続」  講師：パートナー司法書士事務所 神戸 光邦 氏 

イ、消費者被害防止ミニ講座             ６回  ８４人参加 

ウ、交通安全アドバイス               ６回  ８４人参加 

 

  (4) 包括的・継続的ケアマネジメント支援 

  ① 相談支援 

介護支援専門員からの相談 ６９０件 
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サービス事業者からの相談 １，２０４件 

   ② 支援のための会議・研修 

会議名 参加回数 

介護支援専門員連絡会 ３回 

介護支援専門員研修会 ３回 

介護保険事業者連絡会   ３回 

サービス担当者会議への参加 １０回 

  ③ 地域ケア会議・地域ケアエリア会議 

会議名 参加回数 

地域ケアエリア会議 １４回 

  ④在宅医療・介護連携 

 事業名 参加回数 

代表者会議・打ち合わせ・ワーキンググループ ８回 

講演会「これからの在宅医療と介護」 １回 

ケアカフェしき ２回 

⑤生活支援体制整備 

  事業名 参加回数 

生活支援体制整備第２層協議体 ５回 

住民向けフォーラム  

講演会「館幸町みんなでつくる、みんなにやさしいまちづくり」 

 

１回 

 

 (5) 研修 

      職員の資質向上のため、地域包括支援センターに関する会議・研修に参加した。 

  また、利用者の生活を支える上で必要な関係者間の情報交換・協議などをおこなった。 

① 外部研修  ２９回 延べ３０人参加 

② 関係会議・打ち合わせ  ８３回 

会議名 参加回数 

地域包括支援センター運営協議会 ２回 

地域包括支援センター連絡会議 ４回 

社会福祉士部会 ６回 

看護師部会 ８回 

主任ケアマネ部会 １１回 

包括所長会議 ６回 

認知症対策部会 ２回 

認知症初期対応集中チーム員会議 ２回 

いろは百歳体操体験会打ち合わせ １回 

元気回復事業打ち合わせ １回 

総合事業説明会（参加） ５回 

生活支援体制整備連絡会議 ４回 
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第１層・第２層生活支援コーディネーター会議 ５回 

新座市地域ケア会議（視察） ５回 

新座市ケアサロン（視察） １回 

新座志木中央総合病院 医療と介護の連携に向けた退院支援研修の受け入れ １回 

社協実習生の受け入れ １回 

社協グループ長・所長等会議 ５回 

包括・館幸町ミーティング １３回 

 

  (6) 介護予防支援事業所 

① 介護予防サービス計画給付管理数 

      延べ １，３２６件の要支援認定者の介護予防サービス計画を作成した。 

② 介護予防サービス計画サービス担当者会議 

サービス担当者会議 １００件 

③ 要介護認定申請書等の申請を代行 

申請代行 ２０８件 

 

(7) 市受託事業 

① 二次予防事業把握事業 

実態把握件数 ５８件 

二次予防事業参加 ５９人 

要介護ハイリスク者実態把握 １５３件／１６７件中 

② 元気回復事業 

事業名 内 容 回数 参加者 

脳活性化ゲーム＆笑ふヨガ ミニ講座、脳活性化ゲームと笑ふヨガ ４回 ３９人 

③ 認知症施策の推進 

事業名 内 容 回数 参加者 

認知症カフェなごみ 講座、情報交換、相談、お茶会 ６回 １５２人 

認知症カフェ NAO 講座、情報交換、相談、お茶会 ３回 ７９人 

声かけ模擬訓練 認知症徘徊声かけ模擬訓練 1 回 ３５人 
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サービス区分 19 志木市総合福祉センターに要する経費 
 

事業の概要  複合施設の利点を活かし、住みよい地域社会の形成が実践できる事業を関連

機関や様々な団体と連携して企画・実施し、地域福祉の増進を図った。また、

利用者が安全快適に利用できるように総合福祉センター及び宗岡第二公民館の

施設管理を行い、良質な施設・設備を提供した。      （指定管理者） 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 21,593,056 職員人件費 

事業費支出 323,005 総合福祉センター事業 

事務費支出 21,984,729 建物管理費（専有面積） 

支出合計 43,900,790  

 

２ 重点施策への取り組み 

利用者の安心、安全を第一に、消防設備の不良、空調機器のメンテナンス、換気扇の交

換等施設の老朽化に伴う不具合個所の修繕を行うとともに、平成２９年度実施予定の改修

工事に向けて、より良い施設づくりのため市と協議をすすめた。 

また、複合施設の利点を最大限生かせるよう、社会福祉協議会他事業所、利用団体や福

祉関係団体と連携・協力した各種共催事業や「ふれあいフェスタ」「総合福祉センターま

つり」を実施し、利用者相互の交流を深めるとともに施設利用の促進に努めた。 

 

３ 主要な施策の成果 

 (1) 利用状況 

開館日数 ３５９日 

１階 

ホール 

利用回数 ６２２件 

利用人数 ３４，７０６人 

 

 (2) 事業実施状況 

   ① ふれあいフェスタ 

実施日 １２／１１ 

場 所 総合福祉センターホール 

内 容 ファッションショー・活動発表 ３００人 

保育 ５人 

館内介助 ２人 

② 総合福祉センターまつり 

実施日 ３／４～５ 

場 所 総合福祉センター 

参 加 利用者の会及び 福祉関係団体 ５７団体 
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事業所等 １７事業所 

福祉サ 

ービス 

利用者 

移送サービス １０人 

ガイドヘルプ ４人 

車いす介助 １人 

来場者 延べ２，８０８人 

  ③ 防犯講演会（利用者の会団体育成支援事業）  ３９人 

④ 普通救命講習会  ２１人 

  ⑤ 大人の映画会  ８２人 

  ⑥ カーレット体験会  １７人 

  ⑦ カーレット志木大会（第二福祉センター共催）  ４７人 

  ⑧ 七夕週間  ７日間 ４８０人 

 

  (3) 防火管理・安全対策 

      総合福祉センター内の事業所と連携し、館内のすべての機関が参加する消防訓練を   

実施した。また、火災、地震、事件・事故等の危機に明確かつ迅速に対応できるよう、   

危機管理マニュアルを職員及び関係者へ周知した。 

  ① 訓練等 

訓練・講習名 回数 

消防訓練 ２ 

  ② 研修 

外部研修  ５件 延べ６人参加 

 

 (4) 印刷機貸出及びコピーサービス 

   地域福祉を推進する団体等に、印刷機及びコピーサービスを実施した。 

カラーコピー ９５４枚 

モノクロコピー ８，９０４枚 

印刷機 １０５件 

 

 (5) 利用者アンケート 

利用者カードによりアンケートを実施し、利用者の声を尊重した施設運営を進め、意

見・要望を参考に快適な施設提供を行った。 

    ① 実施方法 

    施設利用後に提出する利用カードにアンケート項目を入れ集計。いただいた意見に

ついては、改善に努めるとともに、内容をまとめ、結果を掲示した。 

  ② 集計数  ４８９件 
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サービス区分 20 宗岡第二公民館に要する経費 
 

事業の概要  住民の教養の向上、健康を増進し、情操の純化、生活文化の振興、社会福  

祉の増進を図るため、関係機関や団体と連携し各種事業を実施するともに、     

利用者の誰もが安心して利用いただけるように施設の運営を行った。 

      （指定管理者） 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

人件費支出 13,394,057 職員人件費 

事業費支出 3,088,038 公民館事業、図書室事業 

事務費支出 10,267,943 建物管理費（専有面積） 

繰入金支出 1,593,122 法人運営へ 

支出合計 28,343,160  

 

２ 重点施策への取り組み 

地域の学習拠点として誰もが参加しやすい公民館運営に向け、利用者の関心が高い「健

康」や幅広い世代が興味をもてる「和文化」などをテーマにした講座を実施した。また、

複合施設の利点を生かし、館内事業所との共催事業や地域団体との連携事業を実施し、日

常的な公民館利用の促進を図った。 

図書関連事業としては、ボランティアと連携したよみきかせ事業などで新作のエプロン

シアターや大紙芝居作りに取り組み、内容も充実したことで、高い評価を得ることができ

た。さらに、小学校の長期休みを利用し、宗岡地区４学童保育クラブで移動図書室を実施

した。期間中に専用の読書通帳を発行し、子どもの読書活動推進及び図書室の利用促進を

図った。また、年間を通したボランティアの協力により、図書室運営や事業の充実を図る

ことができた。 

 

３ 主要な施策の成果 

 (1) 施設利用状況  開館日数 ３５９日 

 施設名 利用人数 

３階 ３０１会議室 ５，４６１人 

３０２会議室 ４，３９５人 

３０３会議室 ４，１７３人 

３０４会議室 ５，６２３人 

３０５会議室 ５，４２２人 

３０６会議室 ７，０８７人 

和室 １，７３２人 

４階 調理室 ２，７２５人 

トレーニング室 ９，１５５人 
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美術工芸室 ３，００９人 

５階 多目的室 ８，８８４人 

合 計 ５７，６６６人 

 

  (2) 事業実施状況 

  ① 自主事業 ３４事業２４７回 ７，７９２人（保育１４人含む） 

事業名 回数 参加者数 

高齢者 

事業 

寿大学 ２０回 ６５３人 

一般成人 

事業 

健康生活講座 健康生活①『骨盤体操』 １回 ２０人 

健康生活②『ビューティ・ボデ

ィ・ストレッチ』 

１回 ３６人 

健康生活③『からだおもいの料

理と講話』 

２回 １３人 

和文化講座 ふろしき講座 ２回 ２０人 

ちりめん講座 １回 ９人 

家庭教育 

・子育て

支援・図

書室関連

事業 

えほんであそぼ ４６回 ３６８人 

よみきかせ夏スペシャル １回 ６１人 

よみきかせクリスマススペシャル １回 ６７人 

よみきかせ 

学童訪問 

宗岡学童クラブ １回 ５０人 

宗岡第二学童クラブ １回 ４６人 

宗岡第三学童クラブ １回 ３７人 

宗岡第四学童クラブ １回 ５７人 

よみきかせ 

学校訪問 

宗岡第二小学校 １回 １６８人 

宗岡第四小学校 １回 １６８人 

移動図書室 ８回 ３８７人 

訪問図書室 １０回 １４９人 

サマースクール宿題教室 ６回 ８６人 

サマースクール習字教室 １回 ５７人 

書き初め練習会 ２回 ２６人 

親子物作り教室 １回 １１人 

大人の映画会 １回 ８２人 

青少年 

事業 

職業体験学習（宗岡中学校、志木中学校） ２回 １１人 

学校連携

事業 

宗岡中学校区地域学校保健委員会 １回 １７４人 

子ども陶芸教室 ２回 １７人 

地域福祉

事業 

おとこの木あそび １１回 ８６人 

パステルアート教室 １２回 １３７人 

はじめてのそば打ち講座 １回 １２人 
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ボランティア体験プログラム ３回 １８人 

介護職員初任者研修 

はじめての介護講習会 

１８回 ２３７人 

地域連携

事業 

小学生の勉強会 ３１回 ４０８人 

中学生の勉強会 ４６回 ３９５人 

羽根倉子ども会調理実習 １回 ２４人 

羽根倉子ども会クリスマス会 １回 １９人 

羽根倉子ども会進級お祝い会 １回 ２４人 

羽根倉町子ども会郷土かるた練習会 ２回 １９人 

サークル

支援事業 

陶芸窯取扱責任者講習 １回 １７人 

館内共催 普通救命講習会 １回 ２１人 

七夕週間 １回 ４８０人 

ふれあいフェスタ １回 ３００人 

総合福祉センターまつり １回 ２,８０８人 

  ② 陶芸用電気炉利用状況 

    延べ４５回（素焼き２１回、本焼き２４回） 

③ 図書室運営   開館日数 ３３７日 

ア、利用者数 

児童 青少年 一般 団体 合計 

２，１７５人 ３０２人 ８，５５０人 ４０１人 １１，４２８人 

イ、貸出資料数 

児童書 一般書 雑誌 ＡＶ資料 合計 

１９，５１２点 １４，６１０点 ３，２７２点 ３，９６８点 ４１，３６２点 

   ウ、リクエスト受付   

児童書 一般書 雑誌 ＡＶ資料 合計 

６８６件 ２，９４６件 ５７７件 ３５９件 ４，５６８件 

 エ、図書室ボランティア 

    読み聞かせボランティア（えほんであそぼ） 年間５４回、延べ１４２人協力 

    宗岡第二公民館サポーター（ニコサポ） 年間 延べ１７４人協力 

 

 (3) 防火管理・災害対策・職員研修 

      総合福祉センター危機管理マニュアルに基づき、総合福祉センター内の各施設と連携

し、館内のすべての機関が参加する消防訓練に参加した。 

   また、図書室の利用者サービスの充実に必要な研修・講習会に参加した。 

① 消防訓練  ２回実施（９／３０、２／８） ７人参加 

② 研修会・講習会  ７件 延べ１４人参加 

 

  (4) 利用者アンケート 

      アンケートを実施し、利用者の声を尊重した施設運営を進めた。 
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    ① 施設利用アンケート 

    施設利用後に提出する利用カードに利用者の満足度が把握できるようアンケート項   

目を入れ集計。いただいた意見については、改善に努めるとともに、内容をまとめ、館

内に掲示した。 

集計数 

２，６３３件 

  ② 講座アンケート 

    今後の事業運営に反映できるよう、各講座終了時アンケートを実施した。 

集計数 

２２２件 
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サービス区分 21 自動販売機の設置に要する経費 

 

事業の概要  本会が行う社会福祉事業または公益事業に充てるため、市内公共施設内等に

自動販売機を設置した。 

 

１ 支出決算額 

勘定科目 決算額（円） 説明 

事業費支出 162,863 行政財産使用料・電気代 

繰入金支出 897,775 法人運営へ 

支出合計 1,060,638  

 

２ 主要な施策の成果 

自動販売機設置場所及び内容 

設置場所 設置内容 

総合福祉センター 清涼飲料水４台 

福祉センター 清涼飲料水１台 

第二福祉センター 清涼飲料水１台  


